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■入れ歯は口腔から取り外してブラッシングしましょう
　入れ歯は口腔粘膜に接する面が汚れやすく、外さないとこの部分は清掃できま
せん。また外したほうが入れ歯の清掃は容易で、効果的な清掃ができます。入れ歯
がどうしても外れない場合は、放置せず、速やかに歯科医師に相談してください。
　入れ歯が接している口腔粘膜の清掃も重要です。
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前回に引き続き、要介護高齢者の入れ歯ケアについての特集です。
今回は入れ歯清掃上の注意点についてです。

介護オーラルケア事業室

■義歯洗浄剤を使いましょう
　前号でご紹介したとおり、義歯洗浄剤の使用は、義歯ケアに極めて有効な手段
です。ブラッシングのみならず義歯洗浄剤を毎日使用することをお奨めします。
　また義歯洗浄剤だけでは落とせない汚れがあります。必ずブラッシングも併用
しましょう。

■水を張った洗面器の上でブラッシングしましょう

■ブラッシングは流水下で行いましょう
　水道代がもったいない気がしますが、流水下でブラッシングすると、汚れが落ちやすくなります。

■粘膜面とクラスプを丁寧に磨きましょう
　入れ歯が汚れやすい部分は、歯の部分（人工歯）より
「口腔粘膜に接している面」と「クラスプ（バネ）」です。汚れやすい
部位を優先してケアしましょう。
　またクラスプを固定する歯も汚れやすいので注意しましょう。

■歯磨剤は使わないで下さい
　入れ歯の材料は多くの場合、歯、歯茎の部分ともプラスチックで作られています。
このため歯磨剤を使ってブラッシングすると細かいキズが付くことがあります。歯磨剤の
使用は控えましょう。あるテレビCMの影響か「ブラッシングをすると入れ歯に傷が付く」
と誤解され、ブラッシングを中止されている方がいらっしゃいますが、同CMは歯磨剤を
使ってはいけないとの趣旨で、ブラッシングを否定する内容ではありません。

 

　特にご利用者ご自身が入れ歯を清掃するときに注意したいのが落下による破損
です。水を張った洗面器の上で清掃すると破損しにくくなります。もし入れ歯が破損
した場合は、ご自身で修理せず、必ず歯科医師にご相談ください。

エラック義歯洗浄剤


